
埼玉県細胞検査士会規約 
 

第一章  総 則 
 
第１条【名称】この会は、埼玉県細胞検査士会とよぶ。 
第２条【事務所】この会は、事務所を置くことができる。設置場所は，細則に定める。 
第３条【目的】この会は、細胞検査士の細胞診断学的知識および技術的質の向上をはかることを目的とする。 
第４条【事業】この会は、前条の目的達成のため、次の事業を行う。 

一 細胞診に関する精度管理、研究および情報の収集と提供 
二 講習会、研究会、セミナーなどの計画、開催 
三 細胞検査士養成事業への協力 
四 医学、公衆衛生、公共、その他関連団体との連携、協力 
五 会報等の発行 
六 その他、会が必要と認める事業 

 
第二章  会 員 

 
第５条 この会の会員は、埼玉県臨床細胞学会に所属する細胞検査士で構成される。 
第６条 この会は、名誉会員、賛助会員をおくことができる。 

2）名誉会員は、会に顕著な功績のあった者で、理事会の推薦に基づき総会の承認を得た者とする。 
第７条 会員は、定められた会費を納入しなければならない。 
    2）既納の会費、その他の拠出金品は、原則として返還しない。 
第８条 会員は、退会又は移動のあった場合は、埼玉県臨床細胞学会の会員管理に準じて申請することとする。 
    2）会員の死亡、または会が解散した時は、会員資格を失う。 
 

第三章 組 織 
 
第９条【役員】この会に、役員を置く。 
    会長  １名 
    副会長 ２名 
    理事  会員総数の１０％以内（会長、副会長を含む） 
        ただし、理事に埼玉県臨床検査技師会細胞検査研究班長、会会報編集委員長を含む。 
    監事  ２名 
第１０条【部会】 この会を運営するために、必要な部会を置くことができる。 
第１１条【役員の選任】役員の選任を行うために、役員選任委員会を設ける。 
    2）役員選任委員会は、次期役員候補者の選考を行い、役員は総会の承認を得て選任される。 
    3）会長および副会長は、役員の互選により選出される。 
第１２条【役員の任務】会長は、会務を統括し、会を代表する。 
    2）副会長は、会長を補佐し、職務遂行が困難な場合は、その職務を代行する。 
    3）理事は、各々担当業務の遂行に当たり、部会を運営する。 
    4）監事は、おおむね民法第５９条の職務に基づき、会務、会計の執行状況を監査し、総会、理事 

会に報告し意見を述べる。 
第１３条【役員の任期】役員の任期は、２年とする。ただし再任を妨げない。    
    2）中途就任者の任期は、前任者の残任期間とする。 
     3）役員は、選出年度の３月３１日をもって 65 歳に達しないものとする。 
第１４条【役員の解任】役員は、役員としてふさわしくない行為等があった場合、総会の決議により解任 

することができる。 
第１５条【顧問】この会に、顧問を置くことができる。 
    2）顧問は、理事会の推薦を得て、会長が委嘱する。 
 

第四章 会 議 
 
第１６条【会議】この会の会議は、総会（定期、臨時）、理事会（定期､臨時）とする。 
    2）会議は、会長が招集する。 
第１７条【総会】定期総会は、年１回開催する。 



    2）臨時総会は、急を要する事項が発生した時、監事からの要求があった時および会員の５分の１以上からの連

署により、議題を明記して開催しなければならない。 
    3）総会は、会員の３分の１以上の出席（委任状を含む）が無ければ開催することが出来ない。 
    4）やむをえない理由のため、会議に出席できない会員は、他の構成員を代理人として委任することができる。

この場合は出席とみなす。 
第１８条【理事会】理事会は、会長の要請により、年１回以上開催することとする。 
    2）監事は、理事会に出席するものとするが、議決には加わらない。 
第１９条【議長】総会の議長は、出席している会員の中から選出する。 
    2）理事会の議長は、会長もしくは副会長がこれにあたる。 
第２０条【議事】総会ならびに理事会の議決は、出席者の過半数の同意をもって成立し、可否同数の場合は議長が決定す

る。 
第２１条【審議事項】総会は、次の事項を審議し、承認あるいは議決を行う。 
    一 前年度の活動報告 
    二 前年度の決算報告 
    三 前年度の監査報告 
    四 次年度の事業計画案 
    五 次年度の予算案 
    六 その他の重要案件 
    七 役員の選任、任命と解任および承認 
    2）理事会は、総会の決定事項を具体化し、総会の委任範囲内で議決を行う。 
 

第五章 会 計 
 
第２２条【財政】この会の財政は、会費、寄付金、事業収入および埼玉県臨床細胞学会補助金によりまかなわれる。 
第２３条【会費】会費は、年額１，０００円とし、埼玉県臨床細胞学会技師会員年会費額に含まれ徴収され、その会計年

度に納入するものとする。 
    2）新入会者は、埼玉県臨床細胞学会の入会手続きに従い、入会時にその年度の会費を納入する。 
第２４条【年度】この会の年度は、４月１日から３月３１日までとする。 
 

第六章 雑 則 
 
第２５条【懲戒】この会の会員として、名誉を著しく毀損した場合には、処分を行う事がある。処分は、理事会の議決を

経て、会の承認を得て行う。 
第２６条【解散】この会の解散時の残余財産は、埼玉県臨床細胞学会に寄付するものとする。 
    ただし、埼玉県臨床細胞学会が存在しない場合には、県内の類似団体に寄付するものとする。 
第２７条【発行】この会の規約は、総会において出席者の過半数の賛成により成立する。 
第２８条【変更】この会の規約を変更する場合には、発議により、総会で出席者の過半数の賛成の承認を得なければなら

ない。 
 

第七章 細 則 
第２９条 本会の規約の施行細則については、理事会において決定する。 
 
埼玉県細胞検査士会細則 
事務所をさいたま市大宮区天沼町１－８４７ 自治医科大学附属さいたま医療センター 病理部に置く。 
この細則は、令和５年３月１１日より施行する。 
この細則は、令和５年４月１１日より施行する。 
 
 
顧問に関する細則  
1．定年及び退任する理事のうち、引き続き本会の運営に必要と認められた者とする。 
2．顧問は、理事会に出席し、本会の運営に関する助言を行うことができる。 
3．顧問の選出は理事会で推薦され、会長が委嘱する。 
4．顧問の任期は役員の選任時期と同じとし、再任を妨げない。 
この細則は、令和５年３月１１日より施行する。 
 



 
 

付 則 
 
この規約は、昭和６１年１月１日から効力を発する。 
この規約は、平成８年１月２７日から一部改定する。 
この規約は、平成９年２月１日から一部改定する。 
この規約は、平成１６年２月７日から一部改定する。 
この規約は、平成１９年１月２７日から一部改定する。 
この規約は、平成２０年２月１６日から一部改定する。 
この規約は、平成２１年２月２８日から一部改定する。 
この規約は、平成２５年３月２３日から一部改定する。 
この規約は、平成２７年３月７日から一部改定する。 
この規約は、令和５年３月１１日から一部改定する。 
この規約は、令和５年４月１１日から一部改定する。 


